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目的  
 介護福祉士養成が新カリキュラムに移行して 2 年が経過した．それに伴い，短期間に出
版社も教科書の内容を大幅に改訂した．その結果，教科書の中には必要と考えられる内容
を網羅していないものが一部では存在する．長年養成に携わっている教員であれば発見が
可能かもしれないが，養成に携わって日が浅い教員は，それらを発見できない可能性があ
る．この事態を回避するために定量的に教科書に記述されている内容分析を目的とする．  
方法  
1．各出版社発行のテキストの読み込み  
 各出版社（中央法規出版，メヂカルフレンド社，ミネルヴァ書房，建帛社）発行のテキ
ストの背を裁断し，ドキュメントスキャナで読み込み，OCR 機能を活用して文字データを
生成する．  
2．データの加工  
1．で得られた文字データを MS-Word に張り付け， IME の機能を活用して，文字の誤認識
を修正する．具体的には，単語チェック機能（赤波線）と文法チェック機能（緑波線）が表示
された部分について元データを参照したうえ必要に応じて修正を行う．  
3．テキストマイニング（定量分析）  
 テキストマイニングには，今後の展開を考え，統計に関するフリーソフトである“R”
を活用し，テキストマイニングを行う．  
結果  
 1．ではいわゆる“自炊”作業により文字データ作成を行った．所要時間もほぼ予定通
りであった．2．では，MS-Word の誤字，文法チェック機能を活用したデータ修正作業に
要した時間が予想を大幅に越えた．また，改行文字処理に関しても当初の予想を遥かに超
える時間を要した．3．では，テキストマイニングを行ったが，解析量が多過ぎ，結果的
に適切な結果を得ることができなかった．  
考察  
 介護福祉士養成が新カリキュラムに移行した際，各出版社からそれに対応した教科書が
発行された．しかし，短期間に大幅な改訂を行ったためか，執筆者間での連携が取れてい
なのかは定かではないが，一部の教科書の中には必要と考えられる内容を漏らしていない
ものが一部に存在する．例えば，出版社 A の教科書の中には，点字ブロックに関する記述
は 1 ヶ所も存在しない．また，未だ出版社 B は予定していた内容すべてが発行されていな
い．それに加え，出版社 B は新たなシリーズを刊行し，1 出版社で複数の教科書が存在し
ている．  
 当初，テキストマイニングを活用し，内容の抜け落ちがないことを確認し，補助教材作
成に活用したいと考えていた．同様に，説明が手薄になっている部分についても確認を行
う予定であった． しかし，解析するデータ量が多大になったため今回の方法では適切な結
果を得ることができなかった．今後，領域，および科目を分割し，その中で，厚生労働省
が示したカテゴリごとに分割し，再度テキストマイニングを行っていきたい．  
 
